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札幌西岡動物医療センター玉井動物病院 院長

人口196万人 95万世帯
2019.3.1現在

おそらく犬9万頭、猫9万頭は飼育されているのでは

札幌市の背景

2017年度の鑑札交付数84,412件という数字から推定すると



動物愛護・譲渡団体は年々増加



譲渡団体の1つ

今回はここの事例を紹介

「永年預かりボランティア」という仕組み



2016年11月20日号ねこ自身

ツキネコ北海道　吉井美穂子代表



2016年6月28日号女性自身

いろんな雑誌、
テレビ等でも 
紹介されている

2016年6月28日号女性自身



ツキネコ北海道　吉井美穂子代表

永年預かりのきっかけ
を作った金さん



可愛がる事＝高齢者でも社会貢献できるんだ
ボランティアに参加しているモチベーション

高齢者でもOKな「永年預かり」制度の概要

・所有権はあくまでも団体側（ツキネコ北海道）。

・（例えば病気等で）ボランティア側の都合で預かれ
なくなったらいつでも団体に戻せる。

・預かる側でネコは選べない。面接を経て団体側で
マッチングを考えてネコを選定。

・初期費用は特にかからない。 
※因みに、完全譲渡の場合には不妊・去勢、ワクチン代金など負担あり

・預かっている間に発生した病気等の医療費も基本的
には団体が負担する。預かる側での支出も可。



高齢者の永年預かりボランティア

大勢いる一時預かりボランティア

この制度がうまくいく背景は豊富なボランティア

一時預かり

この制度がうまくいく背景は豊富なボランティア

大勢いる一時預かりボランティア



新たな永年預かりボランティア

この制度がうまくいく背景は豊富なボランティア

大勢いる一時預かりボランティア

または新たな飼主への譲渡



この制度がうまくいく背景のもう1つが黒字経営

収入の4割を支えるカフェ 
・物品販売寄付の支えも

大きい

赤字経営ではやっていけない！



譲渡団体運営の資金はどうしているのか

支出の半分は医療費と人件費・管理費
医療費は全体の1/5



（一社）札幌市小動物獣医師会では札幌市の
寄附制度（さぽーとほっと基金）を活用して
獣医療の金銭負担軽減で譲渡団体等を支援


